
シールちょうの つかいかた（おうちの かたへ）
シールちょう（がんばり台紙）を おうちで つかう ときの コツです。

1 もくひょうは「見て わかる こうどう」で 小さく きめる（例:「あさ 
じぶんで きがえる」）

2 できたら その場で すぐ シールを はる（あとで まとめては 効果が さ
がります）

3 はる ときに ことばでも ほめる（「できたね」）

4 いちど はった シールは とりあげない（うまく いかない 日が あって
も へらしません）

5 ごほうびは まえもって おこさんと いっしょに きめる（もの・おで
かけ・いっしょに あそぶ、なんでも OK）
※ごはん・すいみんなど、まいにちの せいかつに ひつような ものは ごほうびの じょうけんに しません

6 ぜんぶ たまったら なるべく はやく ごほうびを わたす

7 なれて きたら マスの かずを ふやす（5→10→20。たいへんそうなら 
いつでも もどして OK）

8 うまく いかない ときは もくひょうを もっと 小さく する

※ほしマークは「ここまで きたね」の めじるし。小さな ごほうびに かえても OK

※もくひょうつきの「シールちょう」と、すきな シールを あつめる「シール コレクション」の 2種
類が あります
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